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～宝石のような美しさ～
信州中野のサクランボ

特集

化
粧
箱
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
た
様
子
は
、
ま
る
で
宝
石
の
よ
う
―
。

中
野
市
で
は
、
３
月
下
旬
に
加
温
ハ
ウ
ス
栽
培
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
出
荷
が

始
ま
り
、
6
月
に
は
露
地
栽
培
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
旬
を
迎
え
ま
す
。

果
樹
栽
培
に
適
し
た
中
野
市

　
降
水
量
が
年
間
平
均
約
８
９
０
㍉
と
少

な
く
、
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
た
め
濃

厚
な
味
を
生
み
、
果
樹
栽
培
の
適
地
と

な
っ
て
い
る
中
野
市
。

　
本
市
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
加
温
ハ
ウ
ス
栽

培
か
ら
露
地
栽
培
ま
で
あ
り
、
3
月
下
旬

か
ら
7
月
上
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
野
市
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
歴
史

　
明
治
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
加

温
ハ
ウ
ス
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
８

２
年
頃
で
す
。
以
降
、
安
定
生
産
・
早
期

出
荷
の
た
め
の
栽
培
体
系
が
確
立
さ
れ
、

春
か
ら
出
荷
で
き
る
産
地
と
し
て
徐
々
に

拡
大
し
、
現
在
で
は
長
野
県
内
で
ト
ッ
プ

の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

１
箱
１
万
円
超
え
も

　
例
年
３
月
下
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
る
加

温
ハ
ウ
ス
栽
培
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
。
着
色
・

食
味
と
も
最
高
級
品
を
集
め
、
熟
練
の
技

で
化
粧
箱
に
詰
め
ら
れ
る
と
、見
事
な「
赤

い
宝
石
箱
」
に
姿
を
変
え
ま
す
。
出
始
め

の
時
期
は
、
首
都
圏
の
果
実
専
門
店
な
ど

で
、
３
０
０
㌘
の
化
粧
箱
が
１
箱
１
万
円

を
超
え
る
値
段
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ＪＡ中野市サクランボ部会
部会長　宮

み や ざ わ

澤 昇
しょういち

一さん

手
塩
に
か
け
た
果
実
の
輝
き

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
自
家
受
粉
し
に
く
い
の

で
、
人
の
手
で
花
粉
を
つ
け
て
あ
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
色
付
き
を
良
く

す
る
た
め
に
行
う
葉
上
げ
も
、
葉
を
摘
ん

で
し
ま
わ
ず
に
束
ね
る
こ
と
で
、
光
合
成

に
よ
る
栄
養
が
果
実
に
た
く
さ
ん
届
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
収
穫
時
期
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
温
度
が
上
が
り
過
ぎ
る
と
果
実

が
熟
れ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
、
加
温
ハ
ウ

ス
や
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
温
度
管
理
に
は
、

と
て
も
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
者
が
一
粒
一
粒
を

手
塩
に
か
け
、
大
切
に
育
て
て
い
る
こ
と

が
、
宝
石
の
よ
う
な
輝
き
を
生
ん
で
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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　佐藤錦はサクラン
ボを代表する最高品
種です。果皮は美し
い鮮紅色に着色して
光沢があります。種
が小さくて食べられ
る部分が多く、甘さ
と果汁の多さが特徴
で最上の品質です。

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
品
種
紹
介

　高砂はアメリカ
生まれの品種で
す。薄く赤黄色を
帯びたハート型の
外観は、とてもき
れいです。食味
は、甘い中に程よ
い酸味が感じられ
ます。

　香夏錦は、佐藤
錦と高砂を親に持
つ早生の品種で
す。甘さと酸味の
バランスが良く、
果肉はやや柔らか
いのが特徴です。

　紅秀峰は、時期的
に佐藤錦の後に続く
大玉品種です。果皮
は濃紅色に着色しま
す。糖度が高く甘味
濃厚で果肉が締まっ
ており、とても食べ
応えのあるサクラン
ボです。

おいしいサクランボができるまで
信州中野発！

ご
存
知
で
す
か
？

　甘さと適度な酸味が調和したおいしいサクランボはどのよう
に栽培されているのでしょう？
　花の開花から出荷までの流れをＪＡ中野市の技術員の方に聞
きました。

▲ＪＡ中野市でサクランボの
技術員を務める金

か な い

井信
の ぶ あ き

明さん

農
家
の
皆
さ
ん

の
愛
情
が
た
っ

ぷ
り
詰
ま
っ
て

い
ま
す
！

①開花：白くて丸い、
愛らしく美しい花が
咲きます。

②受粉：ミツバチの
受粉に加え、人工授
粉を行います。

③摘果：大粒の実を
育てるため、不要な
粒を落とします。

④葉上げ：色付きを
良くするため、輪ゴ
ムで葉を束ねます。

⑧出荷：最終検査を
経て、全国へ出荷さ
れます。

⑦荷造り：一粒一粒
丁寧に、化粧箱など
に並べて入れます。

⑥選果：サイズと色
合いを検査して等級
ごとに分類します。

⑤収穫：色の濃さで
適期を判断しながら
収穫します。

～宝石のような美しさ～
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集

高
た か さ ご

砂 佐
さ と う に し き

藤錦

紅
べ に し ゅ う ほ う

秀峰 香
こ う か に し き

夏錦
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